
は
じ
め
に

一
八
五
〇
年
以
前
の
ア
ジ
ア
三
角
貿
易
の
金
融
は
、
外
国
為
替
手
形
を
取
り
扱
う

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
と
在
イ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
商
会
（
い
わ
ゆ
る
代
理
商
）
の

手
中
に
あ
っ
た
。
前
者
は
一
八
世
紀
末
か
ら
の
英
印
関
係
で
一
つ
の
優
先
事
項
と
な

っ
て
い
た
「
本
国
費
」
の
送
金
業
務
を
遂
行
し
な
が
ら
、
後
者
は
中
国
や
ロ
ン
ド
ン

の
個
人
商
会
と
も
提
携
し
た
貿
易
活
動
を
行
な
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
ロ
ン
ド

ン
宛
手
形
」
や
「
イ
ン
ド
宛
手
形
」
に
よ
る
外
国
為
替
取
引
を
行
な
っ
て
い
たq

。
英

領
イ
ン
ド
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
っ
て
三
つ
の
管
区
銀
行
（
一
八
〇
九
年
の
ベ

ン
ガ
ル
銀
行
、
一
八
四
〇
年
の
ボ
ン
ベ
イ
銀
行
、
一
八
四
二
年
の
マ
ド
ラ
ス
銀
行
）
が
創
設

さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
管
区
銀
行
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
支
配
領
域
で
発
券
業
務
を

認
め
ら
れ
た
唯
一
の
株
式
銀
行
と
い
う
特
権
的
立
場
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
ら

に
付
与
さ
れ
た
「
国
王
特
許
状
」
に
よ
っ
て
外
国
為
替
業
務
を
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ

るw

。東
イ
ン
ド
会
社
や
イ
ン
ド
代
理
商
の
金
融
独
占
を
打
破
し
よ
う
と
、
イ
ン
ド
貿
易

に
関
与
す
る
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
人
た
ち
は
ロ
ン
ド
ン
で
商
業
銀
行
の
設
立
を
試
み

た
。B

an
k

of
In

dia

（
一
八
三
六
〜
三
七
年
）
やB

an
k

of
A

sia

（
一
八
四
〇
〜
四
二

年
）
の
設
立
計
画
が
そ
れ
で
あ
る
。
両
計
画
で
は
、
株
式
銀
行
の
設
立
を
掲
げ
て
い

た
が
ゆ
え
に
、
株
主
の
有
限
責
任
と
い
う
特
権
を
認
め
る
「
国
王
特
許
状
」
の
取
得

が
目
指
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
取
得
を
困
難
に
し
た
の
が
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
支
配

領
域
が
株
式
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
対
象
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
へ
の
国
王
特
許
状
の
付

与
を
判
断
す
る
の
は
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
る
と
規
定
し
た
「
一
八
〇
七
年
法
」
の
存

在
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
銀
行
計
画
は
結
果
的
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
一
八
五
〇
年

代
初
頭
に
な
る
と
イ
ギ
リ
ス
貿
易
商
人
た
ち
は
再
び
ロ
ン
ド
ン
銀
行
の
設
立
を
計
画

し
た
。
そ
れ
が
、
一
八
五
三
年
末
に
国
王
特
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
チ

ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
（C

h
artered

B
an

k
of

In
dia,

A
u

stralia,
an

d
C

h
in

a

）
や
ア
ジ

ア
銀
行
（C

h
artered

B
an

k
of

A
sia

）
で
あ
っ
たe

。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
銀
行
群

を
「
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
」
と
総
称
す
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
と
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
角
逐
が
ど
の
よ
う

な
歴
史
的
文
脈
で
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
章
　
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
産
業

イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
設
立
過
程
や
そ
の
発
展
を
考
え
る
際
、
ケ
イ
ン
と
ホ
プ

キ
ン
ズ
の
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
」
論
が
と
く
に
有
効
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の

目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
起
源
を
も
っ
ぱ
ら
本
国
社
会
・
経
済
の
発
展
に
も

と
め
、
そ
れ
ま
で
の
支
配
的
な
学
説
で
あ
っ
た
「
周
辺
理
論
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
と

同
時
に
、
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ン
ド
ン
・
シ
テ
ィ
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
経
済
の
特
質
と
し
て
産
業
的
富
よ
り
も
非
産
業
的
富
の
重
要
性
を
唱
え
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
議
論
で
は
、
産
業
革
命
の
影
響
は
極
め
て
低
く
評
価
さ
れ
て
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ェ
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ー
＝
ロ
ン
ド
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ギ
リ
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イ
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ド
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易
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八
三
六
〜
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年
）
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い
るr

。
一
六
八
八
年
以
降
、
有
力
な
シ
テ
ィ
利
害
関
係
者
た
ち
は
、
政
府
金
融
に
関
す
る

国
家
政
策
の
中
心
的
役
割
を
担
う
と
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
政
治
権
力
を
独
占

す
る
地
主
エ
リ
ー
ト
と
の
結
合
体
（
つ
ま
り
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
）
を
築
く
こ

と
に
成
功
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
特
許
会
社
を
通
し
て
植
民
地
事

業
に
深
く
関
与
し
た
結
果
、
そ
の
政
治
的
影
響
力
を
イ
ギ
リ
ス
政
策
（
と
り
わ
け
海

外
貿
易
や
帝
国
）
の
諸
分
野
で
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
代
表
例
に
は
、
シ

テ
ィ
の
中
心
的
機
関
と
し
て
ア
ジ
ア
貿
易
を
独
占
し
た
東
イ
ン
ド
会
社
が
挙
げ
ら
れ

るt

。
と
こ
ろ
が
、「
一
八
五
〇
年
以
降
、
自
由
貿
易
は
旧
植
民
地
体
制
を
崩
壊
さ
せ
、

新
し
い
富
の
興
隆
と
と
も
に
、
地
主
貴
族
階
級
の
漸
進
的
な
消
滅
を
生
み
出
し
、
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
の
一
つ
の
局
面
を
終
結
さ
せ
たy

」
と
、
ケ
イ
ン
と
ホ
プ
キ

ン
ズ
は
主
張
す
る
。
そ
の
場
合
、
そ
れ
に
つ
い
で
発
生
し
た
新
し
い
経
済
的
・
政
治

的
構
造
と
そ
れ
に
伴
う
帝
国
主
義
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
北
部
の
産
業
資
本
主
義
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
貴
族
の
権
力
・
権
威
は
、
地
方

都
市
の
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
で
は
な
く
、
シ
テ
ィ
の
金
融
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
部
門
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
新
世
代
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
た
ち
に
委
譲
さ
れ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
一
八
五
〇
年
以
降
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
の
中
核
に
は
国
際
的

サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
高
度
に
発
達
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と
な
っ
た
シ
テ
ィ
が
位
置

づ
け
ら
れ
、
シ
テ
ィ
か
ら
の
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
れ
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
世

界
貿
易
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
加
速
し
、
か
つ
植
民
地
の
発
展
を
決
定
す
る
最
大
の

要
因
で
あ
り
続
け
た
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
東
イ
ン
ド
会
社
は
解
散
し
、
シ
テ
ィ
主

導
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
が
ア
ジ
ア
に
も
拡
張
さ
れ
た
結
果
、
た
と
え
ば
、

一
九
世
紀
後
半
の
中
国
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
経
済
利
害
を
代
表
し
た
企
業
群
の
中
で

大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
有
力
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
ひ
と
つ
の
香
港
上
海
銀
行

の
登
場
（
一
八
六
五
年
）
は
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。
香
港
上
海
銀
行
は
、
中
国
の
海

外
貿
易
へ
の
金
融
や
政
府
借
款
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
〇
年
ま
で

に
は
イ
ギ
リ
ス
非
公
式
帝
国
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
す
る
シ
テ
ィ
利
害
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
ケ
イ
ン
と
ホ
プ
キ
ン
ズ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
同
行
に
は
決
し
て

イ
ギ
リ
ス
産
業
に
奉
仕
す
る
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
を
優
遇
す
る
意
図
」
は
な

く
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
通
し
て
シ
テ
ィ
の
「
非
常
に
有
力
な
」
銀
行
家
た
ち
と
緊
密

な
関
係
を
保
つ
こ
と
に
あ
く
ま
で
も
努
め
た
の
で
あ
っ
たu

。

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
」
論
は
多
く
の
論
者
か
ら
の
批
判
を
受
け
た
が
、

そ
の
中
で
特
に
強
い
拒
否
反
応
が
、
と
り
わ
け
地
方
都
市
の
製
造
業
者
と
シ
テ
ィ
の

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
と
の
経
済
的
・
社
会
的
分
離
と
い
う
考
え
方
に
集
中
し

た
。
ド
ー
ン
ト
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
製
造
業
者
が
ロ
ン
ド
ン
の
委
託
代
理
商
や
商
会
を

通
じ
て
輸
出
貿
易
を
組
織
し
て
い
た
事
実
を
取
り
上
げ
、
産
業
と
金
融
と
の
相
互
補

完
関
係
、
シ
テ
ィ
金
融
業
者
と
製
造
業
者
と
の
商
業
的
・
社
会
的
交
流
、
そ
し
て
産

業
利
害
の
政
治
的
影
響
力
を
強
調
し
て
い
るi

。
近
年
に
お
い
て
は
、
ボ
ー
エ
ン
が
東

イ
ン
ド
会
社
を
事
例
に
し
て
、
シ
テ
ィ
の
有
力
企
業
が
有
益
な
輸
出
商
品
を
創
出
す

る
た
め
に
地
方
産
業
と
の
広
範
な
取
引
を
発
展
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
るo

。

ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
は
、
一
八
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
設
立

の
失
敗
例
を
取
り
上
げ
、
銀
行
設
立
計
画
を
め
ぐ
る
地
方
製
造
業
者
と
シ
テ
ィ
商
人

と
の
親
密
な
相
互
利
害
関
係
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
稿
の
関
心
か
ら
最

も
注
目
す
べ
き
成
果
で
あ
る
。
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
は
、
イ
ン
ド
政
策
に
影
響
を
与
え

た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
た
ち
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
彼
ら
の
行
動
に
対
し
て

地
方
か
ら
の
反
対
に
直
面
し
た
場
合
に
は
、
シ
テ
ィ
の
有
力
者
と
い
え
ど
も
独
立
独

歩
の
道
を
歩
む
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
常
に
地
方
の
製
造
業
者
と
の
協
力
関
係
を
築
く

必
要
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
は
銀
行
設
立

を
め
ぐ
る
ロ
ン
ド
ン
商
業
利
害
の
内
的
分
裂
を
取
り
上
げ
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
一

八
五
〇
年
以
前
の
シ
テ
ィ
が
海
外
金
融
で
は
い
ま
だ
支
配
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
リ

ヴ
ァ
プ
ー
ル
や
ブ
リ
ス
ト
ル
等
の
地
方
商
人
の
役
割
が
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
、「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
」
論
の
修
正
を
唱
え
て
い
る!0

。
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イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
問
題
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
の
「
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
」
論
批
判
は
、
日
本
の
経
済
史
・
銀
行
史
家
か
ら
多
く
の
共

感
を
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
研
究
史
上
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
を
含

ん
だ
イ
ギ
リ
ス
海
外
・
植
民
地
銀
行
の
世
界
展
開
は
、
世
界
資
本
主
義
の
形
成
を
先

導
し
た
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
「
産
業
資
本
」
と
そ
れ
に
追
従
す
る
ロ
ン
ド
ン
「
金
融
資
本
」

と
の
協
調
的
発
展
史
の
一
つ
と
し
て
論
究
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る!1

。
ア
ジ
ア
に
進

出
し
た
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
銀
行
（
つ
ま
り
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
）
の
設
立
計
画
は
、

東
イ
ン
ド
会
社
の
「
担
保
前
貸
制
度
」
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
運
動
に
端
を
発
し
た

と
さ
れ
る
。
担
保
前
貸
制
度
と
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
イ
ン
ド
か
ら
本
国
に
向
け
て

年
間
四
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
送
金
す
る
手
段
と
し
て
算
用
し
て
き
た
本
国
送
金
手
段
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
を
東
イ
ン
ド
会
社
の
手
中
か
ら
奪
い
取
る
作
業
は
、

支
配
的
資
本
た
る
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
綿
業
資
本
と
そ
の
再
生
産
を
助
成
す
る
ロ
ン
ド
ン

貿
易
・
金
融
資
本
と
の
協
同
戦
線
（
い
わ
ゆ
る
「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
枢
軸
」、

あ
る
い
は
「
ロ
ン
ド
ン
＝
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
」
枢
軸
）
と
し
て
資
本
主
義
社
会
の
全
勢
力
を

動
員
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た!2

。
つ
ま
り
、
イ
ン
ド
の
貿
易
・
為
替
取
引
が
東

イ
ン
ド
会
社
の
本
国
送
金
制
度
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
旧
植
民
地
体
制
を
克
服
す
る
こ

と
が
、
新
・
旧
大
陸
を
自
己
の
市
場
と
し
て
そ
の
支
配
下
に
お
さ
め
る
体
制
を
固
め

た
産
業
資
本
と
、
ロ
ン
ド
ン
貨
幣
市
場
を
基
盤
に
し
て
全
世
界
に
自
分
の
支
配
す
る

銀
行
網
を
張
ろ
う
と
す
る
銀
行
資
本
と
の
協
同
作
業
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
と
り
わ
け
一
八
四
〇
年
代
・
五
〇
年
代
と
い
う
時
期
は
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
産
業

資
本
の
世
界
展
開
を
意
味
す
る
自
由
貿
易
帝
国
主
義
の
絶
頂
期
と
考
え
ら
れ
た
が
ゆ

え
に
、
そ
の
た
め
の
金
融
的
条
件
を
形
成
す
る
具
体
的
表
現
が
植
民
地
銀
行
の
設
立

と
み
な
さ
れ
た
。
こ
の
文
脈
に
お
け
る
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
銀
行
や
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀

行
の
登
場
の
意
義
と
は
、
あ
く
ま
で
も
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
に
立
脚
し
た
拡
大
再
生

産
を
保
障
す
る
た
め
の
金
融
的
条
件
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
の

で
あ
り
、
か
つ
東
イ
ン
ド
会
社
と
い
う
前
近
代
的
な
商
業
独
占
体
を
打
倒
し
た
産
業

資
本
主
義
の
勝
利
を
示
す
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
現
在
で
も
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
改
め
て
問
い
た
い
。
地
方
製
造
業
者
と

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
と
の
協
同
戦
線
が
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
設
立
を
め
ぐ

っ
て
成
立
し
て
い
た
と
い
う
仮
説
が
ど
れ
ほ
ど
有
効
で
あ
る
の
か
。
そ
の
仮
説
は

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
」
論
の
反
証
と
な
り
え
る
の
か
。「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

資
本
主
義
」
論
で
は
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
設
立
過
程
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。
本
稿
で
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
ロ
ン
ド
ン
で
計
画
さ
れ
た
イ
ー
ス
タ

ン
・
バ
ン
ク
三
行
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
発
起
人
を
比
較
・
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
前
述
の
問
い
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
以
下
で
述

べ
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
経
歴
に
関
す
る
多
く
の
情
報
は
、
お
も
にT

h
e

D
iction

ary
of

N
ation

al
B

iograph
y

か
ら
引
用
し
た
。

第
二
章
　B

an
k

of
In

dia

設
立
計
画
の
失
敗

（
一
八
三
六
〜
三
七
年
）

一
八
三
六
年
五
月
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
本
国
送
金
制
度
に
不
満
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス

本
国
の
貿
易
商
人
た
ち
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
資
金
調
達
を
す
るB

an
k

of
In

dia

を
設

立
す
る
た
め
に
結
集
し
た
。
こ
の
銀
行
の
設
立
趣
意
書
に
は
、
地
方
八
都
市
を
合
わ

せ
て
六
三
の
東
イ
ン
ド
貿
易
商
会
・
商
人
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
で
は
実
に
三
二
名
が

賛
同
・
署
名
し
て
い
る!3

。
こ
の
野
心
的
な
計
画
を
先
導
し
た
の
が
、S

t.

K
ath

arin
e’s

D
ocks

C
om

pn
ay

の
副
議
長
で
あ
り
、
か
つC

ockerell
&

T
rail

C
o.

（
一
八
四
七
年
倒
産
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
有
名
なG

eorge
G

erard
.

d
e

H
och

epied
L

arpen
t

で
あ
っ
た
。L

arpen
t

は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
代
理
商
の
破
綻
原

因
と
し
て
銀
行
業
と
投
機
的
商
業
投
資
と
の
結
合
を
問
題
に
し
、
将
来
的
に
は
両
業

務
の
分
離
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
。
彼
は
、
一
八
三
三
年
末
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社

の
規
模
に
匹
敵
す
る
本
国
送
金
業
務
を
行
な
い
、
か
つ
イ
ギ
リ
ス
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
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投
資
経
路
と
な
る
ロ
ン
ド
ン
株
式
銀
行
の
設
立
を
目
論
み
、
そ
の
計
画
を
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
総
裁
のJoh

n
H

.
P

alm
er

、
経
済
学
者
のT

h
om

as
Tooke

、
マ
ー
チ
ャ

ン
ト
バ
ン
カ
ー
のN

ath
an

R
oth

sch
ild

と
い
っ
た
ロ
ン
ド
ン
商
業
界
の
有
力
者
に

も
持
ち
か
け
て
い
る!4

。
他
方
に
お
い
て
、L

arpen
t

は
、
新
た
な
圧
力
団
体
と
し
て

の
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
（L

on
d

on
E

a
st

In
d

ia
a

n
d

C
h

in
a

A
ssociation

）
の
創
設
に
も
加
わ
り
、
初
代
会
頭
（
一
八
四
七
年
ま
で
）
に
就
任
し
て

い
る
。
こ
の
商
業
団
体
は
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
東
イ
ン
ド
・
中
国
協

会
を
模
範
に
し
て
、
一
八
三
六
年
一
〇
月
に
ロ
ン
ド
ン
の
商
会
・
商
人
一
〇
〇
社
以

上
の
会
員
で
組
織
さ
れ
た!5

。
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
や
銀
行
計
画
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
経
済
政
策
を
決
定
す
る
政
治
経
済
制
度
の
枠
組
み
を
再
構
築
し
よ

う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
経
済
活
動
に
お
け
る
地
方
商
業
利
害
に
対

す
る
ロ
ン
ド
ン
支
配
を
再
主
張
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た!6

。
B

an
k

of
In

dia

計
画
の
素
案
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
役
割
を
批
判
し
て
き
た
経

済
学
者J.R

.
M

cC
u

lloch

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。M

cC
u

lloch

は
、
イ
ン
ド
の
経

済
発
展
に
と
っ
て
銀
行
の
役
割
（
と
く
に
紙
幣
発
行
と
銀
行
手
形
の
取
り
扱
い
）
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
や
イ
ン
ド
代
理
商
の
金
融
独
占

を
打
破
し
よ
う
と
、
彼
は
、
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
広
東
の
各
支

店
に
お
い
て
預
金
受
入
、
現
金
貸
付
、
銀
行
券
発
行
、
手
形
割
引
、
ブ
リ
オ
ン
取
引
、

為
替
取
引
等
の
銀
行
業
を
行
な
う
ロ
ン
ド
ン
株
式
銀
行
の
設
立
を
計
画
し
た
。
と
り

わ
けB

an
k

of
In

dia

の
外
国
為
替
業
務
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
本
国
送
金
活
動

か
ら
イ
ン
ド
商
業
・
貿
易
を
完
全
に
切
り
離
す
効
果
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
独
自
の

銀
行
券
の
発
行
業
務
に
は
、
ベ
ン
ガ
ル
銀
行
の
発
券
業
務
を
吸
収
す
る
目
的
が
含
ま

れ
た
。M

cC
u

lloch

の
考
え
方
に
は
、J

oh
n

C
ra

w
fu

rd

も
同
じ
で
あ
っ
た
。

C
raw

fu
rd

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ペ
グ
ー
で
の
駐
在
官
（
一
八
二
三
〜
二
七
年
）
を

長
年
勤
め
た
経
験
を
生
か
し
、
帰
国
後
は
、
英
領
イ
ン
ド
の
悲
惨
な
経
済
的
現
状
を

伝
え
、
そ
の
改
善
方
法
を
提
案
す
る
活
動
を
ロ
ン
ド
ン
で
行
な
っ
て
い
た
。
彼
が
考

え
て
い
た
イ
ン
ド
の
経
済
的
改
善
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
余
剰
資
本
と
企
業
技
術

の
漸
進
的
導
入
に
合
わ
せ
た
金
融
・
通
貨
改
革
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、C

raw
fu

rd

もB
an

k
of

In
dia

の
設
立
に
賛
同
し
て
い
た!7

。

L
arpen

t

以
外
の
主
要
なB

an
k

of
In

dia

臨
時
取
締
役
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
と

お
り
に
な
る
。
ロ
ン
ド
ン
利
害
で
は
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
商
会
と
並
ぶ
有
力
マ
ー
チ

ャ
ン
ト
バ
ン
カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
るB

a
rin

g
B

roth
ers

&
C

o.

のT
h

om
a

s

B
arin

g

が
い
た!8

。
彼
は
下
院
議
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
理

事
（
一
八
四
八
〜
六
七
年
）
に
も
選
出
さ
れ
、
の
ち
に
は
総
裁
に
も
な
る
。B

arin
g

B
roth

ers
&

C
o.

は
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
に
加
盟
し
て
い
た
。
下
院
議

員
で
あ
っ
たJoh

n
A

bel
S

m
ith

は
、
中
国
で
成
長
著
し
いJardin

e,
M

ath
eson

,

&
C

o.

の
ロ
ン
ド
ン
代
理
契
約
を
結
ん
で
い
たM

agn
iac,

S
m

ith
,

&
C

o.

（
一
八
三

四
年
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会

に
加
盟
し
て
い
た
同
商
会
は
、
一
八
三
九
年
に
帰
国
し
たW

illiam
Jardin

e

を
共

同
経
営
者
と
し
て
迎
え
、M

agn
iac,

Jardin
e,

&
C

o.

と
改
名
し
た
。L

arpen
t

や

S
m

ith

は
パ
ー
マ
ス
ト
ン
と
も
親
し
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
経
済
・
外
交
政
策
に

精
通
す
る
シ
テ
ィ
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
で
あ
っ
た
と
い
え
る!9

。J
oh

n

Irvin
g

は
、
西
・
東
イ
ン
ド
貿
易
商
会
と
し
て
知
ら
れ
たR

eid,
Irvin

g,
&

C
o.

の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
同
商
会
も
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
に
加
盟
す
る

有
力
商
会
で
あ
っ
た
が
、
一
八
四
七
年
商
業
危
機
の
影
響
で
倒
産
す
る
こ
と
に
な
る
。

R
ich

ard,
L

ittle,
&

C
o.

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
るW

illiam
L

ittle

も
銀
行
設
立
の

重
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
同
商
会
も
一
八
四
七
年
商
業
危
機
で
倒
産
し
た@0

。

F
letch

er,
A

lexan
der,

&
C

o.

（
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
に
加
盟
）
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
っ
たJam

es
A

lexan
der

や
、G

regson
,

M
elville,

&
C

o.

（
ロ
ン
ド

ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
に
加
盟
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
たS

am
u

el
G

regson

も
、

ほ
か
七
名
の
ロ
ン
ド
ン
商
人
と
と
も
に
、B

an
k

of
In

dia

の
取
締
役
予
定
者
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
利
害
を
代
表
す
る
彼
ら
と
い
え
ど
も
、
銀
行
設
立
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の
実
現
に
は
地
方
貿
易
商
人
の
協
力
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
の
主
要
な
地
方
貿
易

商
人
で
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
最
大
の
工
場
を
所
有
し
て
い
たB

irley
&

C
o.

の

H
u

ge
H

.
B

irley

が
目
立
つ
存
在
で
あ
ろ
う
。B

irley

は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
業
会

議
所
初
代
会
頭
（
一
八
二
〇
〜
二
七
年
）
も
勤
め
た
経
験
を
も
つ
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の

ト
ー
リ
ー
系
有
力
綿
業
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
関

係
者
で
は
、B

irley
の
ほ
か
に
、
ウ
ィ
ッ
グ
系
下
院
議
員
（
一
八
三
二
〜
四
七
年
）
で

あ
っ
たP

h
illip,W

ood,&
C

o.

のM
ark

P
h

illip

とR
obert

G
arn

ett
&

C
o.

（
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
業
会
議
所

M
an

ch
ester

C
h

am
ber

of
C

om
m

erce

に
加
盟
）
の

R
ob

ert
G

a
rn

ett

が
い
た@1

。
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
関
係
者
で
は
、H

u
gh

a
n

d
J

os.

H
orn

by
an

d
C

o.

（
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会L

iverpool
E

ast
In

dia

an
d

C
h

in
a

A
ssociation

に
加
盟
）
のJoseph

H
orn

by

と
他
二
名
が
加
わ
っ
た
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
関
係
者
（
二
名
）
の
な
か
で
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会

G
lasgow

E
ast

In
dia

an
d

C
h

in
a

A
ssociation

に
属
す
る
有
力
商
会Jam

es

F
in

lay
&

C
o.

のK
.F

in
ley

が
目
立
つ
存
在
で
あ
る@2

。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ー
ン
と
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
の
貿
易
商
人
が
一
名
ず
つB

an
k

of
In

dia

取
締
役
予

定
者
に
数
え
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
がB

an
k

of
In

dia

設
立

に
異
を
唱
え
た
。
そ
の
会
頭
で
あ
っ
たT

h
om

a
s

S
p

eir

は
、L

a
rp

en
t

の
C

ockerell,
Trail,

&
C

o.

や
そ
の
カ
ル
カ
ッ
タ
代
理
商C

ockerell
&

C
o.

と
密
接

な
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
を
も
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、L

arpen
t

が
主
導
す
る
銀
行

の
計
画
を
、
地
方
利
害
に
対
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
権
威
を
再
主
張
す
る
よ
う
な
試
み
で

あ
る
と
糾
弾
し
た
。S

peir

は
、
株
式
銀
行
と
し
て
巨
大
な
資
本
を
も
つ
ロ
ン
ド
ン

銀
行
の
設
立
に
は
、
既
存
の
あ
ら
ゆ
る
競
争
を
抑
制
し
て
結
果
的
に
他
銀
行
の
登
場

を
妨
げ
て
し
ま
う
可
能
性
を
も
つ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る@3

。

よ
り
興
味
深
い
事
実
は
、
ロ
ン
ド
ン
利
害
か
ら
も
反
発
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

P
alm

er,M
ackillop,&

C
o.

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
前
述
のJoh

n
H

.P
alm

er

も
、
そ
の
設
立
に
反
対
し
た
。P

alm
er,

M
ackillop,

&
C

o.

は
発
起
人
と
し
て
銀

行
の
設
立
趣
意
書
に
署
名
し
た
ロ
ン
ド
ン
有
力
商
会
で
あ
っ
た
。P

alm
er

の
反
対

論
は
、
イ
ン
ド
輸
出
商
品
へ
の
無
謀
な
投
資
の
増
加
が
、
近
年
の
破
滅
的
な
結
果
を

生
み
過
剰
取
引
の
拡
大
に
導
い
た
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
イ
ン
デ

ィ
ゴ
生
産
へ
の
過
剰
投
機
に
よ
る
カ
ル
カ
ッ
タ
商
業
危
機
の
悪
夢
を
案
じ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
イ
ン
ド
経
済
の
主
要
な
不
安
定
要
素
は
資
金
の
供
給
側
か
ら
生
じ
る
と

P
alm

er

は
考
え
た
の
で
あ
る@4

。
し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、L

arpen
t

が
会
頭

を
務
め
る
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
で
さ
え
も
、
彼
が
直
接
関
与
す
る
銀
行

計
画
に
反
対
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う@5

。
こ
の
原
因
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
採
用

す
る
本
国
送
金
制
度
の
も
と
で
は
、
イ
ン
ド
貿
易
を
独
占
し
た
い
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン

ド
貿
易
商
人
と
そ
の
イ
ン
ド
取
引
商
会
が
中
心
的
役
割
を
占
め
て
い
た
点
に
あ
る
。

一
八
二
九
か
ら
一
八
三
四
年
に
か
け
て
の
カ
ル
カ
ッ
タ
六
大
代
理
商
の
倒
産
に
よ
っ

て
イ
ン
ド
で
極
度
の
資
本
不
足
が
起
こ
っ
た
際
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
東
イ

ン
ド
会
社
は
「
担
保
前
貸
制
度
」
と
い
う
輸
出
金
融
を
新
た
に
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、

た
と
え
ば
イ
ン
ド
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
特
定
の
輸
出
商
品
を
担
保
に
し
て
イ
ン
ド
の

輸
出
業
者
か
ら
ロ
ン
ド
ン
輸
入
業
者
宛
の
為
替
手
形
を
ル
ピ
ー
で
買
取
る
と
い
う
イ

ン
ド
輸
出
産
業
へ
の
前
貸
制
度
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
東
イ
ン
ド
会
社
は
イ
ン
ド

商
品
の
輸
入
業
者
に
ロ
ン
ド
ン
宛
手
形
を
提
示
し
、
そ
の
代
金
を
ポ
ン
ド
で
受
領
す

る
と
同
時
に
商
品
を
引
き
渡
す
。
こ
の
よ
う
に
一
連
の
取
引
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の

本
国
送
金
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
基
本
条
件
は
、
イ

ン
ド
物
産
の
ロ
ン
ド
ン
集
中
と
イ
ン
ド
輸
出
貿
易
の
促
進
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

東
イ
ン
ド
会
社
は
そ
の
条
件
に
貢
献
す
る
特
定
の
商
業
・
金
融
利
害
群
を
優
遇
し
、

そ
れ
に
対
し
て
選
択
的
に
融
資
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国

協
会
は
、
確
か
に
一
八
三
七
年
に
は
担
保
前
貸
制
度
の
廃
止
を
訴
え
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
内
部
に
お
い
て
一
枚
岩
の
組
織
的
団
結
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と

い
え
る@6

。
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計
画
の
反
対
論
は
、
ベ
ン
ガ
ル
銀
行
取
締
役
会
に
加
わ
っ
て
い

た
イ
ン
ド
政
庁
財
政
委
員
のP

rin
sep

か
ら
も
寄
せ
ら
れ
た
。
彼
の
考
え
で
は
、
イ

ン
ド
の
資
源
と
商
業
を
促
進
す
る
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
資
本
は
イ
ン
ド
商
業
界
か

ら
要
請
さ
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
イ
ン
ド
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
有

益
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
現
在
の
ベ
ン
ガ
ル
銀
行
に
よ
っ
て
準
備
・
提
供
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
設
立
さ
れ
る
機
関
が
イ
ン
ド
で
銀
行
業
を
拡
大

す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
で
活
動
す
る
同
じ
種
類
の
別
機
関
と
業
務
提
携
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
も
考
え
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
英
印
間
の
距
離
は
あ
ま
り
に
も
遠
く
、

イ
ン
ド
内
陸
で
の
支
店
営
業
の
大
き
な
拡
大
が
見
込
め
る
ほ
ど
の
輸
送
・
通
信
手
段

は
い
ま
だ
未
発
達
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
のP

rin
sep

の
意
向
が
反
映
さ
れ

て
、
イ
ン
ド
政
庁
と
ベ
ン
ガ
ル
銀
行
は
ロ
ン
ド
ン
の
新
銀
行
計
画
に
反
対
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
や
イ
ン
ド
監
督
局
は
こ
の
問
題
を
こ

れ
以
上
議
論
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た@7

。

第
三
章
　
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
ア
ジ
ア
銀
行

（
一
八
五
二
〜
五
三
年
）

一
八
五
二
年
一
〇
月
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
同
行
の
設

立
趣
意
書
に
は
、「
イ
ギ
リ
ス
と
つ
な
が
り
を
も
つ
イ
ン
ド
の
既
存
銀
行
の
数
と
地

位
は
…
（
中
略
）
…
現
在
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
も
不
十
分
」
な
状
況
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
英
領
イ
ン
ド
で
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
商
会
の
大
量
破
綻
（
一
八
四
八
年
）
や

東
イ
ン
ド
会
社
の
担
保
前
貸
制
度
の
最
終
的
停
止
（
一
八
五
一
年
）
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
金
融
的
空
白
を
補
う
よ
う
な
銀
行
機
関
が
設
立
さ
れ
な
い
状
況
で
、
商
業

的
要
求
を
満
た
せ
な
い
過
度
の
資
本
不
足
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
次
の
よ
う
に
設
立
趣
意
書
は
続
く
。
す
な
わ
ち
、「
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
は
、
主

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
と
イ
ン
ド
・
中
国
・
東
洋
諸
群
島
・
そ
の
他
地
域
と
の

広
範
か
つ
膨
張
し
つ
つ
あ
る
貿
易
に
対
し
て
、
合
法
的
銀
行
活
動
の
諸
便
宜
を
拡
張

す
る
。
…
（
中
略
）
…
そ
れ
と
関
連
し
て
、
当
銀
行
の
目
的
は
、
英
領
イ
ン
ド
・
中

国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
そ
れ
ぞ
れ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
直
接
貿
易
に
対
し
て
、
現
在
は

不
十
分
に
し
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
銀
行
の
便
宜
を
拡
張
す
る
こ
と
を
包
含
す
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
発
見
以
前
に
は
、
そ
の
植
民
地
・
イ
ン
ド
・
中
国
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
東
洋
諸
群
島
の
間
で
一
つ
の
広
域
貿
易
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た@8

」、
と
。

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
は
、
一
九
世
紀
半
ば
の
ア
ジ
ア
貿
易
全
体
が
経
験
し
て
い
た

「
国
際
的
契
機
」
に
注
目
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
に
店
舗
を
開
設
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
計
画
を
も
っ
て
い

た
点
が
、
そ
の
設
立
趣
意
書
か
ら
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
を
設
立
す
る
際
に
作
成
さ
れ
た
設
立
趣
意
書
と
い
う
も
の

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
設
立
発
起
人
や
取
締
役
予
定
者
た
ち
の
意
思
や
戦
略

を
反
映
す
る
特
徴
を
も
つ
。
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
の
取
締
役
予
定
者
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
東
イ
ン
ド
貿
易
商
人
た
ち
で
ほ
ぼ
占
め
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
八
七
一
年
ま
で
銀
行
頭
取
を
務
め
るT

h
om

as
A

lexan
der

M
itch

ell

は
、
下
院

議
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
ロ
ン
ド
ン
商
会
のS

am
pson

,
M

itch
ell,

&
C

o.

パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
っ
た
。
一
八
六
一
年
ま
で
銀
行
副
頭
取
を
務
め
た
の
がW

illiam
N

icol

で
あ
る
。
元
東
イ
ン
ド
会
社
専
属
医
師
と
し
て
イ
ン
ド
に
渡
っ
たN

icol

は
、
ボ
ン

ベ
イ
商
業
会
議
所
に
加
入
す
る
有
力
商
会W

illiam
N

icol
&

C
o.

創
設
者
で
あ
っ

た
。
彼
は
大
イ
ン
ド
半
島
鉄
道
会
社
の
取
締
役
も
兼
任
し
て
お
り
、
ボ
ン
ベ
イ
を
中

心
と
し
た
イ
ン
ド
商
業
界
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る@9

。P
eter

B
ell

は
、
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
有
力
商

会S
cott,

B
ell,

&
C

o.

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
商
会
は
か
つ
てB

an
k

of

In
dia

の
設
立
計
画
に
も
関
与
し
て
い
た
。B

ell

は
こ
の
後
に
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引

所
加
盟
銀
行C

ity
B

an
k

の
頭
取
に
就
任
す
る
。
こ
の
銀
行
は
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行

の
ロ
ン
ド
ン
取
引
銀
行
と
な
っ
た#0

。Joh
n

B
agsh

aw

も
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
の
創
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設
に
関
わ
っ
た
。
彼
は
カ
ル
カ
ッ
タ
在
住
経
験
を
も
つ
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
商
人
で
、

ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
（
一
八
五
二
年

時
点
で
も
ロ
ン
ド
ン
協
会
評
議
会
員#1

）。B
agsh

aw

は
イ
ン
ド
支
店
を
持
つU

n
iversal

L
ife

A
ssu

ran
ce

C
om

pan
y

とE
astern

C
ou

n
ties

R
ailw

ay

の
取
締
役
を
兼
任

し
て
い
た
。W

illiam
C

ook

は
ロ
ン
ド
ン
商
会C

ook
S

on
s

&
C

o.

の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
り
、G

eorge
B

ow
n

ess
C

arr

は
ロ
イ
ズ
保
険
組
合
に
も
所
属
し
た
ロ
ン
ド
ン

商
人
で
あ
っ
た
。Jam

es
M

orrison
&

C
o.

パ
ー
ト
ナ
ー
のJosep

h
R

obert

M
orriosn

は
、
東
イ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
貿
易
を
手
が
け
た
ロ
ン
ド
ン
商
人

で
、
一
八
五
四
年
ボ
ン
ベ
イ
で
設
立
さ
れ
た
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
が
ロ
ン
ド
ン
に

本
店
を
移
転
す
る
際
、
そ
の
取
締
役
に
就
任
し
た
。
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
も
、
一

八
六
〇
年
代
に
は
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
並
ぶ
有
力
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
に
成
長

す
る
。W

illiam
L

in
dsay

＆C
o.

のW
illiam

S
h

ew
L

in
dsay

は
、
船
舶
業
や

石
炭
業
に
も
関
わ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
商
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
五
四
年
に
下
院
議
員

と
な
っ
た#2

。

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
の
設
立
は
、
下
院
議
員Jam

es
W

ilson
の
存
在
な
し
に
は

あ
り
え
な
い
。W

ilson

は
、
自
由
放
任
主
義
を
掲
げ
るT

h
e

E
con

om
ist

の
創
刊
者

で
あ
り
、
反
穀
物
法
運
動
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
徹
底
し
た
自
由
貿
易
論
者
で

あ
っ
た
。
彼
は
一
八
四
八
年
に
初
当
選
し
て
ウ
ィ
ッ
グ
・
ラ
ッ
セ
ル
政
権
で
の
イ
ン

ド
監
督
局
秘
書
官
に
就
き
、
一
八
五
二
年
末
に
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
の
計
画
途
中
で

ウ
ィ
ッ
グ
・
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
政
権
で
の
大
蔵
省
財
務
秘
書
官
に
抜
擢
さ
れ
、
大
蔵
大

臣
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
諸
政
策
を
支
え
た#3

。
大
蔵
省
は
、
一
八
二
五
年
以
来
、
イ
ギ

リ
ス
植
民
地
に
金
本
位
制
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
き
た
。
そ
の
政
策
を
任

さ
れ
た
の
がW

ilson

で
あ
っ
た
。
彼
は
金
に
リ
ン
ク
し
た
ポ
ン
ド
の
価
値
を
体
現

す
る
銀
行
券
を
発
行
す
る
植
民
地
銀
行
の
機
能
を
大
い
に
活
用
し
よ
う
と
考
え
た#4

。

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
が
一
八
五
三
年
末
に
「
国
王
特
許
状
」
を
取
得
し
て
ア
ジ
ア
・

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
た
の
は
、W

ilson

の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

W
ilson

は
、
自
由
貿
易
論
者
で
知
ら
れ
る
イ
ン
ド
監
督
局
総
裁
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ

ッ
ド
（
ラ
ッ
セ
ル
政
権
で
は
蔵
相
）
と
も
親
交
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

資
本
家
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
数
々
の
政
府
役
職
を
歴

任
し
たW

ilson

は
、
イ
ン
ド
担
当
大
臣
ウ
ッ
ド
の
も
と
で
イ
ン
ド
総
督
参
事
会
の

財
政
委
員
（
一
八
五
九
〜
六
〇
年
）
と
し
て
イ
ン
ド
に
赴
任
し
た
。W

ilson

は
、
ラ

ン
カ
シ
ャ
ー
商
業
利
害
の
意
向
に
反
し
て
、
イ
ン
ド
反
乱
後
の
イ
ン
ド
財
政
の
大
幅

赤
字
を
乗
り
切
る
た
め
に
打
ち
出
し
た
イ
ン
ド
の
輸
入
関
税
引
上
げ
と
公
共
事
業
圧

縮
政
策
を
実
施
し
た
の
で
あ
る#5

。W
ilson

に
加
え
て
、
元
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
立
法
評
議
会
メ
ン
バ
ー
で
ウ
ィ
ッ
グ
系
下
院
議
員
のR

obert
L

ow
e

も
重
要
で
あ

る
。L

ow
e

は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
の
取
締
役
辞
任
後
、
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
政
権
の

イ
ン
ド
監
督
局
共
同
秘
書
官
に
就
任
し
て
監
督
局
総
裁
ウ
ッ
ド
を
支
え
た
。
彼
も
自

由
貿
易
論
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
同
じ
一
八
五
二
年
一
〇
月
に
は
、
ア
ジ
ア
銀
行
と
い
う
新

銀
行
も
株
式
銀
行
を
め
ざ
し
て
国
王
特
許
状
を
申
請
し
た
。
ア
ジ
ア
銀
行
の
設
立
趣

意
書
に
も
、
そ
の
設
立
動
機
と
し
て
イ
ン
ド
や
中
国
で
の
イ
ギ
リ
ス
製
品
輸
入
の
増

加
傾
向
、
ベ
ン
ガ
ル
対
外
貿
易
の
拡
大
可
能
性
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
発
見
、
遠

隔
地
通
信
手
段
の
進
歩
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る#6

。
ア
ジ
ア
銀
行
の
設
立
に
お
い
て
も
、

ア
ジ
ア
貿
易
の
「
国
際
的
契
機
」
へ
の
金
融
的
対
応
が
非
常
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い

た
と
い
え
る
。T

h
om

as
W

in
gate

H
en

derson

は
、
ア
ヘ
ン
貿
易
に
深
く
関
与

す
る
ボ
ン
ベ
イ
有
力
商
会R

em
in

gton
&

C
o.

で
長
年
勤
務
し
て
き
た
。
こ
の
商
会

はJard
in

e,
M

ath
eson

,
&

C
o.

の
ボ
ン
ベ
イ
代
理
店
と
し
て
も
有
名
で
あ
る#7

。

H
en

d
erson

は
、
一
八
五
四
年
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
銀
行B

a
n

k
of

A
u

stralisia

の
取
締
役
に
も
就
任
し
た
。
下
院
議
員
のP

atrick
F.

R
obertson

は

広
東
の
有
力
商
会T

u
rn

er
&

C
o.

で
働
い
て
い
た
経
験
を
も
ち
、L

on
d

on

A
ssu

ran
ce

C
orporation

取
締
役
も
兼
任
し
て
い
た
。R

obert
A

lexan
der

は
前

マ
ド
ラ
ス
銀
行
取
締
役
で
あ
っ
た
。Joh

n
E

n
tw

istle

は
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
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国
協
会
に
所
属
す
る
ロ
ン
ド
ン
有
力
商
人
で
、L

on
don

D
ocks

取
締
役
を
兼
任
し

た
。L

on
d

on
D

ock
s

取
締
役
を
兼
任
し
たN

.
A

lexa
n

d
er

も
、
ロ
ン
ド
ン
の

A
lexan

der,
C

u
llen

,
&

C
o.

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。T

h
om

as
O

gilvy

は
も

と
も
と
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
老
舗
商
会O

gilvy,G
illanders

&
C

o.

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
を
離
れ
、
そ
の
カ
ル
カ
ッ
タ
代
理
店
で
ベ
ン
ガ
ル
商
業
会
議
所

（
一
八
三
四
年
創
設
）
に
加
盟
す
る
老
舗
商
会G

illan
ders,A

rbu
th

n
ot,&

C
o.

の
パ

ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
た#8

。G
illan

ders,
A

rbu
th

n
ot,

&
C

o.

は
多
く
の
カ
ル
カ
ッ
タ

主
要
商
会
と
と
も
に
、
一
八
四
八
年
三
月
、
担
保
前
貸
制
度
の
廃
止
を
要
求
す
る
運

動
を
し
た#9

。R
obert

L
in

dsay
L

eckie

は
ボ
ン
ベ
イ
有
力
商
会L

eckie
&

C
o.

の

創
設
者
で
あ
り
、Jam

es
F

raser

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
商
業
会
議
所
（
一
八
三
七
年
創

設
）
に
所
属
す
る
老
舗
商
会M

aclain
e,

F
raser,

&
C

o.

と
ペ
ナ
ン
のF

raser
&

C
o.

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た$0

。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
銀
行
の
取
締
役
予
定
者
は
、

ア
ジ
ア
植
民
地
で
か
な
り
の
社
会
的
・
経
済
的
経
験
を
持
ち
合
わ
せ
た
イ
ギ
リ
ス
商

人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
要
求
を
一

貫
し
て
拒
否
し
て
き
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
英
領
イ
ン
ド
に
お
い
て
発
券
業

務
を
行
な
う
株
式
銀
行
の
設
立
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
「
国
王
特
許
状
」
が
付
与
さ

れ
な
け
れ
ば
法
的
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し

て
、
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

第
一
に
は
、「
イ
ン
ド
の
商
業
や
社
会
に
お
い
て
さ
ら
な
る
銀
行
機
関
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役

会
の
見
解
は
、「
イ
ン
ド
で
唯
一
の
特
許
銀
行
で
あ
る
管
区
銀
行
が
す
で
に
存
在
し

て
い
る
」
の
で
、「
イ
ン
ド
の
管
区
都
市
に
は
こ
れ
以
上
の
銀
行
機
関
は
必
要
と
し

て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
英
領
イ
ン
ド
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
出
資

で
設
立
さ
れ
た
銀
行
券
の
発
行
業
務
を
独
占
す
る
ベ
ン
ガ
ル
、
ボ
ン
ベ
イ
、
マ
ド
ラ

ス
の
各
管
区
銀
行
が
存
在
し
て
い
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
が
、「
イ
ン
ド
銀

行
業
の
す
べ
て
の
要
求
を
満
た
し
た
管
区
銀
行
の
適
合
性
に
満
足
し
て
い
る
」
と
考

え
た
の
は
、
イ
ン
ド
管
区
銀
行
の
特
権
的
立
場
を
保
護
す
る
こ
と
が
最
大
の
理
由
な

の
で
あ
る
。
第
二
に
、「
国
王
特
許
状
を
申
請
し
て
い
る
銀
行
の
業
務
が
公
共
の
利

益
に
恩
恵
と
保
障
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
は
、
遠
距
離
で
行
な
わ
れ
る
為
替
業
務
へ
の
嫌
悪
感
を
示

し
、「
イ
ン
ド
社
会
の
利
益
に
と
っ
て
為
替
取
引
を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
す
べ
て
の

銀
行
機
関
に
有
限
責
任
の
特
権
を
与
え
る
こ
と
は
不
適
当
」
で
あ
り
、「
経
営
者
の

向
こ
う
見
ず
な
行
動
へ
の
抑
制
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
考
え
た
。
し

か
し
こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
イ
ン
ド
政
庁
の
本
国
送
金
活
動
へ
の
悪
影
響
が

強
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
部
分
で
あ
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
は
、
英
印
間
の
正

常
な
商
業
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
と
批
判
さ
れ
た
担
保
前
貸
制
度
を
停
止
し
た
う
え

に
、
そ
の
送
金
活
動
が
特
許
状
特
権
を
付
与
さ
れ
た
為
替
銀
行
の
投
機
的
活
動
に
よ

っ
て
妨
害
さ
れ
る
こ
と
も
不
得
策
で
あ
る
と
考
え
た$1

。
東
イ
ン
ド
会
社
の
立
場
か
ら

イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
問
題
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
本
国
送
金
業
務
と
い
う
英
印

関
係
の
最
優
先
事
項
に
行
き
つ
く
の
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
ア
ジ
ア
銀
行
の
設
立
に
対
す
る
反
対
論
は
、
ロ
ン
ド
ン
東

イ
ン
ド
貿
易
商
会
群
か
ら
も
上
が
っ
た
。
こ
れ
ら
商
会
群
は
、
新
銀
行
へ
の
「
国
王

特
許
状
」
の
付
与
は
「
ま
っ
た
く
余
計
で
不
必
要
、
そ
し
て
合
法
的
な
イ
ン
ド
貿
易

と
そ
れ
に
関
わ
る
私
企
業
の
利
益
に
と
っ
て
有
害
な
特
権
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
認
め

て
は
絶
対
に
い
け
な
い
と
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
訴
え
た
。「
も
し
イ
ン
ド
当
局
の
規

制
が
取
り
除
か
れ
、
新
た
な
特
許
状
の
付
与
に
よ
っ
て
新
銀
行
の
創
設
が
誘
発
さ
れ

る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
商
業
へ
の
最
も
深
刻
な
結
果
を
予
想
す
る
」
と
い
う
の
で

あ
る$2

。
こ
こ
で
い
う
深
刻
な
結
果
と
は
、
投
機
的
な
金
融
機
関
に
よ
る
過
剰
取
引
の

促
進
が
信
用
に
有
害
な
影
響
力
を
与
え
、
さ
ら
に
は
印
英
間
の
為
替
レ
ー
ト
の
混
乱

を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ル
カ
ッ
タ
商
業
界
が
一
八
四
七
・
四
八
年

に
経
験
し
た
商
業
危
機
の
悪
夢
の
こ
と
で
あ
る
。
反
対
論
を
訴
え
た
ロ
ン
ド
ン
東
イ
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ン
ド
貿
易
商
会
を
列
挙
す
る
と
、A

rbuthnot
&

L
atham

を
代
表
と
し
て
、P

alm
er,

M
ackillop,

&
C

o.

、F
orbes,

F
orbes,

&
C

o.

、R
aw

son
,

N
orton

,
&

C
o.

、

G
regson

,
M

elville,
&

C
o.

、F
in

ley,
H

od
geson

,
&

C
o.

、C
raw

ford
,

C
olvin

&
C

o.
、B

arin
g

B
roth

ers
&

C
o.

、A
lexan

der,
M

ath
eson

,
&

C
o.

と
い
っ
た
ロ
ン
ド
ン
商
業
界
を
代
表
す
る
有
力
商
会
九
社
が
名
を
連
ね
る
。

A
lexan

der,
M

ath
eson

,
&

C
o.

を
除
く
八
社
は
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会

に
創
設
時
か
ら
加
入
す
る
老
舗
商
会
で
あ
り
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
東
イ

ン
ド
・
中
国
協
会
評
議
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
続
け
た$3

。
た
だ
し
、

A
lexan

der,
M

ath
eson

,
&

C
o.

も
、
そ
の
前
身
が
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商

会
の
ロ
ン
ド
ン
代
理
店M

a
gn

ia
c,

J
a

rd
in

e,
&

C
o.

（
そ
の
前
身
はM

a
gn

ia
c,

S
m

ith
,

&
C

o.

）
で
あ
っ
た$4

こ
と
か
ら
考
え
て
、
ロ
ン
ド
ン
老
舗
商
会
の
一
つ
と
し

て
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
五
二
年
時
点
の
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会

評
議
会
に
は
、
議
長S

am
uel

G
regson

、
副
議
長B

.D
.

C
olvin

を
中
心
に
、John

A
lves

A
rbu

th
n

ot

、K
irkm

an
D

an
H

odgson

（
一
八
四
〇
〜
七
八
年
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
銀
行
理
事
、
一
八
五
九
〜
六
一
年
副
総
裁
、
一
八
六
一
〜
六
二
年
総
裁
）、A

lexan
der

M
ath

eson

ら
も
加
わ
っ
て
い
た$5

。
そ
し
て
、
新
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
設
立
に

反
対
す
るP

alm
er,M

ackillop,&
C

o.

、G
regson

,M
elville,&

C
o.

、F
in

ley,

H
odgeson

,
&

C
o.

、B
arin

g
B

roth
ers

&
C

o.

が
、
実
は
一
八
三
六
年B

an
k

of

In
dia

の
設
立
計
画
に
は
賛
同
す
る
ロ
ン
ド
ン
商
会
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
本

稿
の
関
心
か
ら
も
非
常
に
興
味
深
い
。

し
か
も
こ
の
ロ
ン
ド
ン
有
力
商
会
の
反
対
論
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
業
会
議
所

（
会
頭T

h
om

as
B

azley

）
と
の
連
名
で
作
成
さ
れ
た$6

。
こ
の
事
実
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
経
済
団
体
の
主
要
な
活
動
目
標
は
、
イ
ギ
リ
ス
綿
製

品
の
輸
出
貿
易
を
世
界
大
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
穀
物

法
の
廃
止
（
一
八
四
六
年
）
に
続
き
、
つ
ぎ
に
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
廃
止
と
イ
ン
ド

の
直
轄
植
民
地
化
を
実
現
し
、
イ
ギ
リ
ス
綿
業
利
害
の
た
め
の
開
放
的
な
自
由
市
場

を
創
出
す
る
こ
と
に
全
力
が
注
が
れ
た
。
そ
れ
を
推
進
し
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
選
出

の
コ
ブ
デ
ン
や
ブ
ラ
イ
ト
ら
が
、
イ
ン
ド
を
イ
ギ
リ
ス
経
済
循
環
の
一
部
分
と
し
て

組
み
入
れ
よ
う
と
、
イ
ン
ド
へ
の
自
由
貿
易
の
強
要
を
声
高
に
主
張
し
て
い
た
時
期

で
も
あ
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
業
会
議
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
東

イ
ン
ド
・
中
国
協
会
も
、
新
た
な
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
設
立
に
反
対
し
た
。
リ
ヴ

ァ
プ
ー
ル
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
か
ら
枢
密
院
通
商
委
員
会
へ
の
請
願
書
で
訴
え
ら

れ
た
よ
う
に
、
新
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
へ
の
国
王
特
許
状
の
付
与
は
イ
ン
ド
貿
易

に
従
事
す
る
イ
ギ
リ
ス
私
商
人
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
益
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
協
会
は
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
に
も
、「
イ
ン
ド
で
の
そ
の
支
配
領
域

へ
の
銀
行
ま
た
は
銀
行
支
店
の
進
出
に
反
対
し
続
け
る
こ
と
を
強
く
望
む
」
と
い
う

旨
の
書
簡
を
送
っ
た$7

。
枢
密
院
通
商
委
員
会
や
大
蔵
省
は
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
東
イ
ン

ド
・
中
国
協
会
の
主
張
を
イ
ン
ド
か
ら
株
式
銀
行
を
排
除
し
て
し
ま
う
論
外
な
も
の

と
し
て
退
け
た
と
は
い
え
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の
二
大
商
業
団
体
が
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ

ン
ク
設
立
の
強
力
な
抵
抗
勢
力
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
研
究
史
上
で
も
注
目
に

値
す
る
こ
と
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
必
要
性
を
否
定
し
続
け
た
東
イ
ン
ド
会

社
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
業
会
議
所
の
協
力
を
得
た
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
・
中
国
協

会
、
そ
し
て
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
東
イ
ン
ド
・
中
国
協
会
の
反
対
論
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に

よ
っ
て
却
下
さ
れ
、
一
八
五
三
年
末
、
つ
い
に
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
ア
ジ
ア
銀
行

は
国
王
特
許
状
を
取
得
し
た
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
主
張
が
部
分

的
に
認
め
ら
れ
、
銀
行
の
イ
ン
ド
業
務
が
厳
格
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
四
章
　
む
す
び
に
か
え
て

イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
設
立
過
程
は
、「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
」
論
が

強
調
す
る
「
シ
テ
ィ
（
金
融
）」
対
「
地
方
（
産
業
）」
と
い
う
二
分
法
を
当
て
は
め

315

一
〇
九

「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
枢
軸
」
の
逆
襲
？



る
こ
と
で
理
解
で
き
る
ほ
ど
単
純
な
問
題
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ウ

ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
が
示
し
た
よ
う
に
、B

an
k

of
In

dia

の
設
立
計
画
（
一
八
三
六
〜
三

七
年
）
は
、
地
方
商
業
利
害
と
連
携
・
協
力
し
た
ロ
ン
ド
ン
商
業
利
害
（
つ
ま
り

「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
」
枢
軸
）
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
そ
の
事

例
を
取
り
上
げ
て
、
地
方
利
害
の
重
要
性
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
の
限
界
性

を
主
張
す
る
。
シ
テ
ィ
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
家
と
い
え
ど
も
、
そ
の
自
己
主
張

に
は
常
に
地
方
の
製
造
業
者
と
の
協
力
関
係
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
計
画
し
た
一
八
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
銀
行
設
立
は
完
全

に
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
」

枢
軸
を
封
じ
込
め
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
の
貫
徹
を
証
明
す
る
事
例
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
商
業

利
害
は
銀
行
計
画
に
対
し
て
一
致
団
結
し
た
と
は
い
え
ず
、
ロ
ン
ド
ン
・
シ
テ
ィ
と

い
う
世
界
は
多
様
な
構
成
要
素
で
形
成
さ
れ
た
複
雑
な
内
部
構
造
を
有
し
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
彼
の
ミ
ス
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
ロ
ン
ド
ン
や
イ
ン
ド
で
の
金
融
業
務

を
通
し
て
（
一
八
三
〇
年
以
前
ほ
ど
で
は
な
い
が
）
大
き
な
権
力
を
行
使
す
る
東
イ
ン

ド
会
社
を
、
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
利
害
の
総
本
山
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
な
い
点
に

あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
反
対
派
が
担
保
前
貸
制
度
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、

一
八
四
〇
年
代
前
半
で
あ
っ
て
も
東
イ
ン
ド
会
社
の
存
在
は
決
し
て
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。B

an
k

of
In

dia

問
題
と
い
う
の
は
、
地
方
利
害
と
手
を
組
ん
だ
ロ

ン
ド
ン
利
害
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
中
心
と
す
る
ロ
ン
ド
ン
利
害
に
対
抗
し
よ
う
と
し

た
シ
テ
ィ
の
内
部
闘
争
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
問
題
は
続
く
。
た
と
え
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
抗
す
る
ロ
ン
ド
ン
・
地
方
利

害
同
盟
の
存
在
が
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
の
研
究
で
確
認
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

文
脈
の
中
で
一
八
五
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
設
立
の
成
功
を

説
明
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
担
保
前
貸
制
度
の
廃
止
運
動

は
確
か
に
ロ
ン
ド
ン
・
地
方
利
害
同
盟
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
運
動

の
主
導
者
が
直
接
的
に
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
の
設
立
計
画
人
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
や
ア
ジ
ア
銀
行
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
や
そ
の
寄
生
利
害

に
対
抗
し
て
自
由
貿
易
主
義
を
支
持
す
る
新
世
代
の
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
貿
易
商
人

た
ち
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
拡
大
す
る
ア
ジ
ア
貿
易
の
「
国
際

的
契
機
」
に
対
応
す
る
新
規
事
業
を
ロ
ン
ド
ン
で
展
開
し
よ
う
と
し
た
新
参
者
た
ち

な
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
、
実
際
に
植
民
地
社
会
・
経
済
で
活
動
し
て
き

た
イ
ギ
リ
ス
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
一
八
五
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
「
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
」
枢
軸
（
あ
る
い
は
「
ロ
ン
ド
ン
＝
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
」
枢
軸
）
を
形
成

し
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
老
舗
商
会
群
は
、
も
は
や
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
設
立
の
計
画

者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
抵
抗
勢
力
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
一
八
三
〇
年
代
・

四
〇
年
代
初
頭
と
一
八
五
〇
年
代
初
頭
を
比
較
し
て
、
彼
ら
の
立
場
が
劇
的
に
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
八
四
七
・
四
八
年
商
業
危
機
を

切
り
抜
け
た
旧
世
代
の
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
商
人
た
ち
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
支
配
的

立
場
を
脅
か
す
新
興
商
人
た
ち
の
躍
進
は
か
な
り
の
脅
威
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
や
ア
ジ
ア
銀
行
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
ジ
ア
貿
易
に

軸
足
を
置
く
ロ
ン
ド
ン
新
興
利
害
、
地
方
商
業
利
害
と
連
携
し
た
ロ
ン
ド
ン
老
舗
商

会
、
そ
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
と
い
っ
た
新
・
旧
東
イ
ン
ド
貿
易
利
害
が
シ
テ
ィ
で
の

主
導
権
を
争
っ
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、

「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
」
枢
軸
の
主
張
で
は
な
く
、
新
世
代
の
ロ
ン
ド
ン

商
人
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
計
画
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
一
八
五
〇
年
以
前
に
は
実
現
し

な
か
っ
た
イ
ー
ス
タ
ン
・
バ
ン
ク
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
の

見
解
も
、B

an
k

of
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dia

計
画
の
時
と
は
対
称
的
に
、
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
ロ
ン
ド
ン
東
イ
ン
ド
貿
易
利
害
の
世
代
交
代
と
同

時
に
、
シ
テ
ィ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
態
度
の
大
転
換
（
自
由
貿
易
政
策
の
本
格

的
採
用
）
を
意
味
し
て
い
る
。
一
八
五
〇
年
以
降
に
現
れ
て
き
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

資
本
主
義
の
新
し
い
形
態
は
、「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
」
枢
軸
を
中
心
と
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「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
ロ
ン
ド
ン
枢
軸
」
の
逆
襲
？

し
て
構
築
さ
れ
た
政
治
的
・
経
済
的
枠
組
み
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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